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発刊にあたって

:本吉:は構鉾Jl[流域総合整瀧計画の県営問場主主信事業に伴って，平成11年度に実施

した!京の辻遺跡の緊急発掘調査報告ー書で、す。

完掘調査の結果，弥11:時代の!日j可道 4条・溝 4条・ *FBs事2枚・揺 ¥'r柱建物 1操を

t会出しま Lたっ は，弥生時代の i二器，わ本製品， 古墳一時代の土ftrti

ありますc 今[[1]，指立柱建物が確認されたことにより， 1民地での民住区の存在も明か

になりましたo [日河道では，杭も検出しており、畦mtを造成し水mとして手iJ崩してい

たようです。白然科学的な分析により多量のプラントオパールも検出されていまブ O

原の辻遺跡は，委主志{委人伝jに現れる尚々のなかで，中心集落が特定できる唯一

の遺跡ですU このことから，重要遺跡として認められ，干成 91f9丹2日に国の史跡

指定を受けましたの現在，遣時保存整備委員会において，その保存と活用をl'i<Jる検討

がなされていますがヲ地域の方々のご理解とご協力をいただきながら，認整を関って

いくことも大切であると考えます。

さらに，島内には，涼の辻遺跡のほかにもカラカミ遺跡・出遺跡ー双六古墳・

塚古墳といった多くの文化財があります。これらは jkく堵われてきた安重な丈化遺

あり，この遺産を後に引き継ぐことが私たちの主務と考えますコ

本書:が，学栴研究及び文化財保護の面で活用されることを念願して刊行のあいさつ

といたしますc

平成12年3月31日

長崎県教育委員 長木村道夫
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1.本書は，幡鉾JIIifJL域総合整備計両に係る県営箇場整備事業の農道建設工事に伴って実施した，平

成1 辺町深江鶴亀触所在の原の辻遺跡の緊急発掘調査報告書で、ある。

') 1と2 (1) (2) を酉 2 (3) と3を村JlI逸郎が，それぞれ分担して

行った。

3. 4'=諮査泣，全体の750ぱを農林間費用負担としてL早教育ゐ委員会が、F成11年10月5日~平成12年:2 

月29日まで行い， 132m'は，芦辺町教'ff委員会が同庫補助を受けて平成11年11月5[=j-平成12年2

月29日までの日程で実施した。

4.調査組識

県関係

調査主体 県教育庁涼の辻遺跡調査事務所 所長 日j111 

調査担当 同 文化財令保護主 村JI I:ì~j3JJ

i可 同 西信男

町関係

調査主体 辺町教育委員会 教育長 111 I立志雄

調査担当 同 文化対指導員 LlJ[J 1憂

5.本書にiL県教育委員会が主体になった部分と芦辺町教育委員会が主体となった部分を併せて謁

した。

6.二本書に関する出土遺物とi翠抜及 ;ま，原のj土遺跡謂査事務所及

している。遺物;之原の辻遺跡調査事務所及び壱岐・毘の辻展示舘において展示保管する。

7.本書の編集は，村111 • 西が行なった。

8.本書では，磁jとを方設と Lて使用した。



本文目次

発刊にあたって

l 地理的ー歴史的環境…

山 地理的環境…・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a ・・・・・・・・・..・ e ・~ ~ . . ~ "・・ 8・・・・・・・・・・・・・・・咽・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・・・...・・・...........1

(2) 歴史的環境……・…-………-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・~ 9 & • " & " • ~ • • " " • • ~ .. .・・・・・"" .. . . . . .. " .. . .. " . . .. . " .. " " ~ " . ..・ー..........1 

2 言語iJ ・-…...・ H ・..……・ H ・H ・.....・ H ・.，....・ H ・..……………………...・ H ・..……………………......3

(1) 調査概要……・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・ e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

霊構……...・ a・-……...・ H ・-………………...・ H ・-……………...・ H ・...$0・H ・-………………… 6

出土遺物………………………………...・ H ・-…………...・ H ・-……...・ H ・..…………………...・ H ・..20

3 まとめ…..，・ H ・-…………..，・ H ・..………...・ H ・..・ H ・H ・..一一………………...・ H ・..…………...・ H ・26

4 付税j



1 .地理的・歴史的環境

( 1 ) 地理的環境

壱11誌は，九州本土と朝鮮半島の開に位置している。壱岐・対馬間約48km，壱IIi支・松浦半島開約20凶，

壱i技・福岡京糸島、f島問的33kmと，点来より大陸文化の仁11継地点として重要な役割を来たしてき

反室長.防人の設置や，)J伊の ヌヰ7さによっ を受けるなど，常に外敵の襲来に備えてきた。

壱!技島は，東西約15km，南北約17km，面積約138kmの本島と26余りの付属島から成り立っているの

行政的には現在4向に分かれており，人口 3万5千人を数える。島の基盤は第 3紀層，全体的にな

らかな玄武岩台地であ札最高蜂の岳の辻でも213mにすぎなL迫。島の南東部には[深江出足U(約200

hal と呼ばれる平野があり，長崎日美子で、は最大のir!l種地として，また， f麦世の子拓による県央部の諌

早平野をi詮けば，時ド最大の穀倉地帯として有名である c この深江田原をなかを東に向かつて流れ，

内海に注いでいるのが‘延長 9kmのi鴎鉾I11である c また，轄鉾JlIの支流の地図]11が，深江田原を南か

ら北へ託けしている c 遺跡;土橋鈴I11の南jHlJ…帝に広がっているが，今巨iの調査地点:え鰭鉾)11のi者iHIJ，

台地部(南からJlIに直交する形で突出した南北1000m，東西250m，標I克の18mfiiI援の1j-;!大台地，台

地中央部が高く，北端部との差は約3.0m)の丙備にあたる，長選部分である ζ

(2) 塵史的環境

壱岐は，歴史的には， fA支i主lJとして 3tlt*己の歴史書 I説志倭人伝jに登場してくる c その当時

の n支国は「官をまた卑拘といい，副官を卑奴母離という。1"r林・叢林が多く，三千ばかりの家があ

る。ややi丘地があり，出を耕してもなお食べるには是らずヲまた， i有jヒに仔き米を買うなどする。j

;1犬況であり，人々が活発な交易活動を行っていたことを物語っている。原の辻遺跡は，た正時代から

介されており ，tJ、来，東亜考在学会・九学会・長崎!早教育委員会などにより，調査が行われてきた。

謁宥によりヲ台地部を取りをく多重環濠・弥生時代の道路状遺構・石敷遺構・禁儀建物・和着き場跡

/1'く自の畦・石棺墓・査結芸などが検出した。また.鮪載鏡・黄泉・五鉢銭・三翼銑・朝詳半島系土器

などが出土しており，誌の辻遺跡が，弥生時代の'支出の都として栄えたことを物語っている。

時代に;ましミると数多くの古墳が苑っているが，壱i技最志の真と考えられているのは， 5世紀}ヴ

かれた大器Ul古墳である。そして， 6 tu:紀から 7世紀になると，占墳は集中的に造られるようになる

が，なかでも，内最大規松(全長約93m)の前方後円墳である双子守占墳，同じく晃子、i最大規模(

在約45m)のドi境である鬼の結古噴，金銅製馬具が出t:した王手J38mの笹塚占墳などが有名である 0

8世紀，律令体制の下では吉i誌は，間海道のなかの A 国としての地位を与えられた。 r養老令jに

は.壱岐 a 対馬.[l r会]. I薩摩・大i特等の[fJは，惣じて鎮木早， ~方守，及{j"蕃客の婦化を知る j と規

定されており， の誌i立とi法人の なされて，その在にあたっている。また，壱妓は，下
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l1iJとして扱われている O さらに， r延書式jによれば，壱i技島には， f長通量 #1'[1認の三駅があり，それ

ぞれ五疋ずつの訳潟をおいている。同駅は，それぞれ壱岐島の北端と しており，その最短

距離のルートについて，津の宮から;塩出 e 輿原に至る現在の道が想定されているコ平成 7年には，幅

約6.0mの 8C/まには!完絶したと思える道路状遺構が，原の辻遺跡J11原畑地区の調査において輸出さ

れている c 島には，壱岐烏府が設註されていたが，所在地については，五11換社とも呼ばれる式内社の

輿神社がある芦辺町堅持虫が，島府所在地である可詑性もあると考えられている。 品方，震の辻遺跡か

らラ:本態が出土しており，遺跡南端部から， 9 1五:紀を中心とした初期貿易陶磁器片も出土している。

したがって，初期島府;人抵の辻遺跡と る可龍性がある。 (rl!i)

〔参考文献〕

1.涼の辻遺勤、j長崎県丈化財幸読者書第26集 長崎県教育委員会 1976 

2.f壱岐山鳥分寺II 芦近日lJ丈化財報告書ド第 7集 長崎県芦辺町教育委員会 1993 

3. r壱岐山鳥分寺盟j芦辺口]丈北財報告書第8集 長崎県芦辺町教育委員会 1994 

4. rJlJCの辻遺跡J芦辺町文化財報古書第9集 長崎県芦辺町教育委員会 1995 

5. r椿遺按11d召U1T文化ftt報告書第 l集 長崎県石田町教育委員会 1996 

6. 木本雅 r律令国家とその社会 f原始・古代の長縄県通史編j長崎県教育委員会 1998 

I .横山 JiI買「壱I[皮の古代と考古学Jr i毎と列島文化j第3巻玄界薄列島々 小学館 1990 
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2 調査

(1) 調査概要(第 1~ 41司，図版1)

今IIiJの調査は，県営i樟鉾111流域総合整備計詞{平成4年夏~平成13年度j反域内の農道造成に先立

って行われた緊急発揖調査であり，関係~接関との協議を打って，農道造成区域の882m について調

査を行った。そのうち，原の辻遺跡調査事務所が750m，声j丘町教育委員会が132m'を戸当した。調査

対象地区は，原の辻遺跡調査事務所の敷地車京隅より告にi占jかつて一度経にのびる。調査涯は，延長

205mで、ある。 幅4.3mのトレンチを設定している。 20m毎に大グ、 1):J ドを設定し， 11区 ~211豆とした。

大グリッドは，その中を 5m毎にA~Dの 41互に縮分した。なお，調査l7Cに平行して県道が造成され

ることになっており， のi調査と河時に205m2 (頼 1mX長さ205m)の謁査を行った。遺構図

には，農道部分，県道部分を併せて搭載しているが， iEL道部分の報古については，関途報告を行う c

①調査i又別遣講検出状況，遺物出土状況

11[Kは，弥生時代前期末から投拐にかけてのi日持道と溝を，それぞ、れ 1条検出したけ号!日河道・

l号講じ

13区は，弥生時代の溝を， 1条検出した(2号薄)。

目立は，弥生時代の水田誌を， 1枚検出 Lた (1号;水出1)0

151まは，弥生時代の水自助;を l 枚，弥生時代 ~!J期から設期にかけての溝を， 2条輪出した(2号本

出・ 3・4号溝}。

14[X:から15C互にかけて， 1・2._~手水出面の下から弥生時代中期から弥生時代後期のIUM道が， 1条

検出した(2号!日道)0 

16区は，弥生時代中期から後期にかけての旧河道を， 1条検出した(3号!日持道)0

1717C辻辛抱立柱建物跡を 1練検出した。

20Lメーから21区にかけて，弥生時代前期末から後期にかけての10河道を， 1条検出した(4号If:l河道)~ 

l層は客土， 2層は暗赤褐色J二， 31吾は黒掲色上， 4 5層はにぶい黄経色土である O

3層を中心として，弥生時代の遺物が出 i二した。 6F吾から10層は，溝， I日河道の である。(4 

号!日河道についてはラ 11層から21層となる) から中層にかけては，黒灰色土・揺灰生土ー黒揺色

LIご思考は，王手、震土・砂諜土となっている。遺物の邑含患は盟褐色土層であるが，黒;掲色土層の上

部から中ほどにかけては，弥生時代後期から占墳持代初めの遺物が出土したc 中ほどから下部にかけ

ては，弥生時1i:中期の土器を中心に出土した。地山は，ぼ青色粘支土で、ある。

.， 
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(2) 遺構

〈吾掘立柱建物語;

1号掘立荘建物跡

17区において検出した。長辺約3.5m，短辺約2.3m，柱穴の直径は，約0.7m。主軸方位は， N26
0 

wをlliJる長万形のプランである。)奇辺の出土状況から，弥生時代中期から後期にかけての建物と思わ

tcる。

2号掘立柱建物跡

17区において検出した。柱穴の切り合い関係からみて， 1号掘立柱建物の立てられた設に，立てら

れたと考えられる。長沼約4.2m，短辺約2.9m，柱穴のi宣径は，約0.6m"主軸方位は.N19
c 

W を

凶る長方形プランである。問辺の出土状況から，弥生時代中期からf長期にかけての建物と思われる。

②! 日河道

1号!日湾道

ll[乏から12区にかけて検出した。 北西から南東に向かつて延び、ている。長さ約 4m，J二面~l~約15m ，

記幅約7.2m，奈さ約0.8m。覆土は，上層は掲灰色粘質土，中審は黒褐色土，下層は黄褐邑であ

る。遺物は，弥生時代詩期末からf麦芽iにかけて

2号i日湾道

などが111土し

14毘から151互にかけて検出した。北西から南東にかけて延びている。長さ約3.7m，上面幅約8.5m

下車i幅約2.5m，採さ約 1mで、ある。護士は，上層は，オ 1)ーフ守色粘質 L 選は，褐灰色粘笠土，

下!醤は，葉灰色粘質土で、ある。ヰi層部から砂時:層にかけて，長さ20CIllから70CIll，直筏約lOCIllの杭が，

南北方向に約12本校度ほほー列にならんで検出した。また， I日河道北端ーより 5.8mの地点から幅0.5m

の畦臨;とおもわれる盛土を検出しており，このことから， IBi自主誌をノド出として利用された可詑性も

考えられる。遺物は，弥生時代後期中葉にかけての斐，壷などが出土した。

3号i日湾道

16区において検出 Lた。東開方向に廷び、ているc 長さ約七 1m，主面持6.3m，下原幅1.7m~2.7m 

深さ約0.85mである。穣土は，上層から中層にかけて黒版色・福灰色仁下層は砂際層である。遺物

は，層から古墳時代の土師器，仁fJ層上部から弥生時代投鰐の翠・斎，中層下部から弥生時代中期の

-壷などが出土し

4号18河道

20区から21区にかけて検出した。東j百万向に延びているυ;長さ9.6m，幅約 2mにわたる。覆土は，

全f本として粘質土躍であるが， と層は掲灰色，中層は青灰色ー黒!疋色，下層は黄揚告を呈している。

遺物は，弥生時1t前期末から後期にかけての斐・壷などが出土した。

一~ 6一一



③溝

1号溝

11区から検出した。 高北方に延びており，南端は l号IRi司令道にとりつくっ 長さ約6.5m，上面幅

下記幅深さ約O.4mo 遺物は，弥生中間から後期にかけての斐・壷などが出土したc

2号溝

13区において検出したっ北問から にかけて延びる O 長さませ3.8m，J二面IIJ員約3.5m，fr函幅約

105m，深さ約O.5mo

3号溝

は，褐灰色二1:.にぷい黄謁色である。遺物は出土していないc

15区において検出したo ~とから街にかけて車線状に廷びており，北関の 2 号本田跡につながる馬排

水蕗と考えられ，南から北に向かつて流れたものと思われる O 高;告は，電信柱i35護の為に未発掘であ

るため，検出された長さは，約1104m，隠は，南1~Ij L面で約O.7m，下位iで、約O.3m，深さ約O.lm を

函る。遺物は，弥生中期から後期にかけての斐・査などが出土した。

4号溝

15区から16区にかけて検出したo ~とから告にかけて京銀状に延びており，高からjとに向かつて流れ

たものと思われる。検出された長さは，約3.8m，上面幅約O.8m，-f面幅約O.4m，深さ約O.lmを留

る。遺物は，弥生中期から後期にかけての斐・壷などが出土した。

-7-
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(3) 出土遺物

のILl土造物 A覧は F去に示したとお守であるが。出仁点数が一番多いのが水田跡のjごか

ら2号i白河道が繕認された15区で?商務の調査[足を加えると 75%となる。あとは111互の 1号IRi可道，

161::<:の3号i日河道， 20・21区の 4号i白河道からの出土となる。点数的には残りの調査区でも認められ

るもののー実際的にはノト片であったり

部という印象はぬぐえない。

l号!日河道がある北聞の111亙からのj室物の出土状況をみてみると 1号!日河道では上位で生時代

後期の土器が出 LL，汗底から弥生時代前期末の土器が出土したっ地に弥生時代中期の資料もある。

していたりという状況で，生活跡というよりも，その

本出勤、が確認された 2号!日河道では上ド本出 j害のやに 2枚の遺物

後期中葉古段階， f層が弥生時代後期iド葉新段階であることがわかっ

され， J二患が弥生時代

また，水旧跡の水[]とその

南側の 3号!Ri可道の取水口にそれぞれ完形の弥生時代後期の古が検出されたったまたま偶発的にその

場所にあるものか，それとも農耕儀礼に関話するものか興味がひかれる。既調査開では祭記に関連し

て水口に軍を理置することがあるようである。

16医の 3号i日河道では.弥生時代中期から後期の土器が出土したが，その，+1に古墳時代前期の吉式

土師器も者千含まれていた。

4号IEJ河道では，tナ塗りの!よ口衰やi可蓋， たーレ土

第 1表各芭別出土遺物一覧表

CD11区I号113iilJ道iii士土器(1 ~ 5) 

l~ 3 (土]号111iflJ道の底部から IIU~ した弥生時代前期末の衰の 11縁部で， 1]縁端部の下端と上ト7両

端に刻立を施すものがある乙 iの外面は灰白色，内部はにぶい控色で.石英・黒雲母・金雲母を含む。

外にハケ日あり。 2は内外とも灰白色。石英・金雲母を含む。 3も内外とも灰色υ 石英・黒母・金

を含む!l{ま弥生時代読憩j

{ま受のjま認で弥生時代1/1拐の資料で、ある。

②15[丘2号水札ilii出土土器(6 ~ 13) 

1号i白河道に持続する l号;蒜の立から出土した。 5

6(ま丹塗りの複合口縁査で色jlz;まにぷし 石英・長石・
ヲZム

セピ 水i五百 7a層から

外;土問赤褐色，内はの出土である 7は底誌が若干丸みをも ある。肩誌に穿子しを

-20-
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灰白色である。 1512<:水出国 8a層からの出土である。 8はほぼ完形にちかい斐で，色は!民主色。石英

・長行・金母を合む。 9は壷でiT英・長石を含む。黒色である。朝鮮半島系か。 10は鉢で石英・

モi・7金雲母を合む。!五黄色。 11は査で石英・長石金雲母を合む。にぶい梧告。 12も古で石吏・長石・

[手を含むo J1~ 白色。 13は査の底部で石英・長石・金雲ほを含む。灰黄褐色

③16ドー 3 号 IIJ河道出仁上器(l4~27)

14~28は 16区からの出士で， 28):)、外の 14点は 3 号!日M道からの出土になる。 14~20は弥生時代 i二H\:}j

のもので， 14は外はF!乙黄色，内は浅黄色， U縁部の形態からして須玖 I式吉段階のものかっ 15は外は

灰黄色，横ナデO 内は1ft灰色O 仁i縁の[毛利nは「コjのす伏を呈する。須玖 I式。 16は外は灰黄褐色ヲ

内はH古灰色。 内外ともナデ。須玖H式古段階か。 17は外は灰抗褐色，ハケ白内は灰黄色，ナデ。須玖

E式か。 18は外はにぶい虫色，ハケ日 O 内は灰黄色，ナデ。須玖E式古段階か。 19は内外とも)天黄褐

色。須玖E式か。 20は)}塗りの霊で，口縁がやや下がりながら外に張り出す。内外ともナデ仕上げで

地色は暗灰黄色。須玖E式新段階のものか。 21は「く j字状口結の棄で，外;土黒煤が付着している。

内は灰黄色。弥生時代f麦芽]初頭ころか。 22は広口の官で，石英・長石を含む。表i両iが風{としていて調

は不明。にぶい声帯色。弥生時代後期前半~中葉の範時のものか。 23は援合口縁蛍で，内外とも

灰黄色，弥生時代後期中葉のものか。 2/1鋤先状口縁の広口査で，色は内外とも浅黄色。 25は鉢で内外

とも灰白色。 26・27は t器の底部で， 26は外はにぶL寸登色，内は時灰黄色。 27は外はにぶい黄桂色，

内は灰白色。 28(土高台fすきのffilで近i止のものかコ

(1)20 ・ 21区 4 号旧M道出 f 士器 (29~37)

29・30は複合口縁主主で， 29の外はにぶい黄燈色，内は版黄色。 30は内外とも灰黄色。 31は広口査の

をなし，小さな干しが2倒づっ汁になって 41f母みられる。去は亦褐色，裏は灰黄褐色。 石英

ー長A:i・金雲母を含むc 32は台付棄で色調は褐灰色。 33は小)訟の墾で，色調は外は黄灰色， ["]は黒色0

:u英・長金雲母を含む。 34は道で，色調は内外ともにぶい赤褐色を呈する。石英・長行・金雲母

を含むの 35は長頚で色調は内外とも版黄色を呈する。平成であることと，腕部が扇平化していると

ころから弥生時代段期設葉あたりのものか。 36・37は有長の丹塗りの広口告で，石英・長石・

を含む。 37は 1/3 程の LJ縁の残りの rl~j で 11毘の孔が認められる。

⑤出土石器曹三韓系瓦質土器・装飾品・投弾

1は黒曜石裂の石鉱で， 121豆Cの黄灰色粘質土屈の Fの有機質を含む黒色砂蝶層のlゃから出土した。

2~5 はすり石である。干面形で111J 角いもの，三角のもの，丸いもの等がある。 2 は 151)(~ 2号水fJJか

らの出 L 443g 0 3 は 151:><~D からの出土ゎ 735g 4は16[豆3号!日何日亘からの出上である。7l5g5は

15区Dからの出土。1.09kg. 6は凝灰岩製の支持形石製品である。重さは1.2kgo 表面が風化して磨滅

している。 3号1[1河3主からの出 1-で、ある。 7・8は三韓系瓦質土器で 3サ!日河道からの出土。 9と10

はガラス玉と勾玉で 2号水田跡からの出土o 11 は i 号 i~紅白土の投弾であるこ!

-25-



まとめ

遺構検出状況を北側の11尽からみていくと 1号j主 1すIBiはiJ;豆 1号水立1跡，畦畔跡， 2号本国

跡、， ;j(自の下から 2号i日河道号本語跡， 3号!日河道，掘立柱建物跡¥4号!日iDJ道等が雑誌されたっ

lHミミに 1号溝がある。時期は弥生時代中期 1 長野jのものであろう。また，この1H2D2 [S(にかけて I

号!日河道が検出された。 i可}まから弥生時代前期末の護片が出土した。前期末から技期まで機能したも

のであろう。 1号溝はこの l号!日iaJ;;乏に接続するように掘られている。 13[RC ~ D 2号j豪が上記の場

所の南語から北京の向きに薙認された。!耳目震時期等ははっきりしないc 15区 ~16区にかけて，畦活字跡

を挟んで 2枚の;水田跡と水路跡が確認された。南関の 2号水出跡の南側からは，水路跡と考えられる

ものも確認された。この水路跡は 3号i日河道につながっている。この水路跡の水田宮liJの水口と 3号IFl

河道のそばから弥生時ft後期の完形の章が出土している。また，この 1・2号水田跡屯のドから 2号11とi

河道を確認した。この16il引車内には杭ylJが残っており， 8 a層の中に[nJ種の杭が包含されていたこと

から弥生時代後期中葉古段簡のものか。 16区では，南北にのびる農道に直交するかたちで 3号iI:l河道

が検出されたo it長6.3m，深さ0.9mをはかる c JlI Jまから弥生時代中期吉段li{iyのものがあり，それに継

続して後期設下の段暗まで土器が出上し， fむに台石・議石・すり石等の石器も出土した。その仁層か

ら占墳時代前期の二i二部器も出土した。土器の出土状況からすると拡生時代中期吉段階から後期三，

そして古壊時代前期までこの河川は機能していたものと考えられる。泌氏では，北開から南東の向き

に 1関X2需と豆、われる掘建柱建物跡が検出された。柱穴:主義読する 2揺が切り合い関係をもって

いるので 2震はど建て替えられたことも考えられる。

20医C~21[:{A にかけて 4~JI日河道が検出された。河道内からは土器や木器，石器等が出土した。

また，この中から弥生時代前期の板付IIb式の前期末の翠も出としている。なお，この 4号IrJ河川は，

以前の調査で、この調査区の南関で確認されている11引11の延長である nJ能性もある。

今回の調査の成果としては，水丘!跡の遺構の検出であろう。畦畔を挟んで 2枚の本市があり，南鵠

の2号水田からは， 35}IFJ河道に向かつて水路が確認された。自然科学的手法により必要十分なプラ

ントオパールが確認された。原の辻遺跡でブ1(ffl遺構が確認されたのは初例である。

前年定調査の 1~ ¥'1I況が掘建柱建物跡等の遣講や士器・石器等の出土量が今毘より相対的に多く

生活域としての様相を示していたが，前年度調査の立 .X区は遺物が少なかった。このX区に続く今

国の調査毘では生活に関連すると思われる掘立柱建物誌や土墳寺の遺構や出 I二遺物が，相対的に少な

。その理由としては，畦畔跡や水田，水路. 3芳一IBi別立等が検出されたことから，生活域というよ

りも生産区域であることがわかったc この農道の調査!Kの西側60mの位置では平成8年の調査で矢桓

で組んだ、畦畔状遺構が見つかっており，生産域が束到に広がっていることも考えられる。
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長崎県，原の辻遺跡(農道調査)におけるプラントオパール分析

株式会社+占環境研究所

上はじめに

植物珪喜主体は，植物の堀越内にガラスの主成分である (Si02) したものであり，植物が

枯れたあとも微化石(プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている c プラント・オ

ノtール分析L:J:，この強化石を遺跡土壌などから検出する分析であり，イネの語長を検討することで埋

蔵水田跡の検註や探査が可能である(杉UJ，2000)。

)京の辻遺跡;(農道調査〉の発掘謡査で;え弥生時代議期とされる土緩から畦幹状遺構が検出された。

ここでは，間層における稲作の1全言Eを主目的としてう上オnを1iった。

2.試料

試事:tは， 14I:RA地点と 15区A地点の 2地点から採取された計20点である。試料採取館所を分析結果

の模式柱状留に示す。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は，プラント・オパール定量分析法(藤原， 1976)をもとに，次

の手)11夏で、行った。

1 )試料を105
0

Cで24時間乾燥(絶乾)

2 )試:f-l約 1gに対しi在径約40)胞のガラスピーズを約0.02g添加〈電子分析天秤によりO.lmgの精震

で秤量)

3 )電気炉IJdと法 (55(fC・6時間j による目見高機物処理

4 )超音読水中照射 (300W. 42KHz・10分関)による分散

5 )沈定法による20pm以下の徴粒子i詮去

6 )封入斉IJ (オイキット) rt1 t二分散してプレパラート作成

7)検鏡・

i司定;ムイネ科植物の接動堀胞に由来するプラント・才パールをおもな片象とし， 400mの偏光顕

i設鏡 Fで、行った。計数は，ガラスどーズ、個数が必O以上になるまで二行ったυ これはほぼプレパラート

i枚分の鵠査に担当する c Iiむ科-1gあたりのガラスピーズ舗数に，言1-数されたプラント・オパールと

ガラスピーズ個数の比率をかけて，試科 1g rt1のプラント・オパール鵠数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの龍に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動揺胞珪接体 1偶あ
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たりの植物体乾草，単位:: 10-5 g) をかけて，単位面積で、層序 1cmあたりの続物体生産量を算出し

た。イネ(赤ラjC)の換算採数は2.94 1. 03) ， ヒエ属 fヒエ)は8.40，ヨシ属(ヨシ)は6.31，

ススキ屡(ススキ)は1.24，タケ草科(ネザサ節)は0.48である c

4.分析結果

水沼跡(稲作跡)の検討が之目的であることから，同定および定量はイネ，ヒエ麗型，ヨシ属，ス

スキ属型，タウ琵科の主要な 5分類群に限定したごこれらの分類群について定量を行い，その結果を

表 lおよび国 1に示した。写真問販に主要な分額群の顕僚鏡写実を示す。

5置考 察

(1) 水田醸の按討

水田跡(稲作~ðf) の検証や探査を行う場合， ‘般にイネのプラント・オパールが試料 1gあたり 5，000

1国~)、上と高い密室で検出された場合に，そこで、稲作が行われbていた日j 能性が詰jいと判断している。た

L，密室が3，000儲/g程変でも水出遺構が検出される事併があることから，ここでは判断の基準

を3，α)01[91/gとして検討を行った。

1) 15区A地点(1;;3-1日河道)

6 a層(試料1)から 9層(試料10)までの層準について分析を行ったコその結果， 6 a f母与えiヰ

1 )から 8b層(試料8)までの持層からイネが検出されたっこのうち 6c 

カ'8，200領/gと高L寸室であり， 6 a I苔(試料 1，2)，6b層(試料 3)， 7 a 

4 )では密定

5)， 8 a 

(試料7)の各層でも3，000{:間/gJユヒと比較的い値である。したがって，これらの各穏では稲作

が行われていた可能性がi完いと考えられる。 7b層与え料6)と 8b層 8 )では，官度が1，500

~2 ， 300領/gと比較的低い龍である。イネの密度が低い原国としては，稲作が行われていた期間が

短かったこと，土層の堆積速度が速かったこと，洪水などによって耕作土が流Hうしたこと，採I京地点

が畦畔など耕作語以外であったこと，および、J)告や地所からの混入などが考えられる。

2) 14区A地点

i宣下!言(試料いから植物遺体i昆場(試料10) までの層j撃について分析を行った。その結果，

これらのすべての試料からイネが検出された。このうち，弥生時代中期~古墳時代とされる時掲色士

(試料.4)では，密度が5，300fW/gと高い龍であり，客土直下層{試料 2)でも4.500寵/ gと比

較的高い値である c したがって，これらの各層で、は稲作が行われていた可能性が高いと考えられるつ

その飽の試科では，密度が700~2 ， 200個/gと比較的抵い植である。イネの密震が低い原型として
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は，前述のようなことが考えられる。

(2) ヒ工属製について

弥生時代中期~古墳時北とされる14 A地点の時掲色土層(試科3)からは，ヒヱ属が検出され

た。ヒエ属型には栽培謹のヒエの能にイヌゼエなどの野生禄が含まれるがー現時点ではこれらを識別

することは凶難である〈杉山ほか， 1988)。また，密度も70011i'l1/gとfth寸車であることから，ここで

とヱが栽培されていた可能性は考えられるものの，イヌピエなどの野 a 雑草である可能性も否定でき

ないο

6. ま とめ

プラント・オパール分析の結来，弥生時代議期以降とされる持畔状遺構が検出された15区A地点の

6 a I脅からは， イネが多量に検出され，同署で稲作が行われていたことが分析的に検証された。また，

弥生時代後期とされる 6b 弱々 6c 層，弥生時代議期中葉とされる 7a層や 8a 震でも，稲作が行わ

れていた可能性が高いと判断された。さらに，弥生時代中期~占墳時代とされる14区A地点の暗謁色

などでも，稲作が行われていた可能性が認められた。
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表1 長崎県，原の辻遺跡(農道)におけるプラント・オパール分析結果

松山手好成(単位:X10011羽/g)

A地点

学名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

イネ Orり)'、刀wおZ(，l，~ち、ω4α11μit川y河引a(dωo】削おòst旧1にcrれl∞ 38 45 37 53 23 22 22 8 15 7 

ピエ結綬減1tiは主担q 万払t、J咋刈hωli的r/ochlμrοωJ
と汚ヨ シh胤誌 Phr代m戸τ刀正αlばgmlげte付s(r巴cd) 7 8 7 15 7 

ススキ!胤t越4机司剤I~ Mi.μr川rα川4ωω仰ml仇!ll附tωstypc 15 7 8 7 

タケ従科 Bambu附 iJeac(s乱mboo) 445 360 150 248 211 37 7 38 22 
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